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Revision of Japanese Spiders of Family Argiopidae (1) 
I Genus Meta & a New Species 


By Takeo YAGINUMA 


HARE Argiopidae の 検討 の 一 部 と し て Acta Arachnologica Vol. 14, No. 1(1955) 
に は Mangora, Neoscona, Zilla に つい て 述べ た が , 今回 は それ に 引 続 い て Meta を 
取上げ た . 本 研究 に 当り 標本 ・ 文 献 の 寄贈 並び に 種々 懇切 な る 御 指導 を 得 た アメ リカ 
Union 大 学 の Allan F. Archer 氏 ・ 資 料 に つき 御 協力 を いた だ いた 熊本 大学 の 吉倉 真 
氏 ・ 棟 本 を お 僅 り し た 京都 大 学 の 上 野 俊一 氏 C 深 甚 の 謝意 を 表す る . 

1. 従来 記録 され た Meta BORN 

現在 まで 日 本 産 と し て 記録 され た Meta は 10 種 ある が , その うち に は 明らか に と Meta 
で な いも の が 若干 含ま れ て いた . 

1, Meta blanda (L. KocH, Verh, d.k.k. Zool. Bot. Ges. 27, p. 743, 1877) は すでに 
Boesenberg と Strand (に より Leucauge blanda (BOs. and STR., Abh. Senck. Nat. 
Ges. xxx, p. 182, 1906) に 訂正 され た . BMICREWK SAT Meta と は 区 別 出来 
4. 

2. Meta doenitzi (BOs. and STR., Abh. Senck. Nat. Ges. xxx, p. 180, 1906) は 
久しく 使用 され 親しま れ た 学名 で あつ た が , ARAR Meta に すべ き で な い 点 を 指摘 し 
て これ を Araneus (又は Neoscona) に 転じ た. (Atypus, No. 6, p. 23, 1954; Acta 
Arachnologica Vol. 14, No. 1, p. 18, 1955 : 追手 門 学院 研究 論集 第 1 号 , p. 33, 1955) 
し か し この 転属 は 最近 に な つて す で Strand (Abh. Nat. Ges, Goritz, 25, p. 76, 190 
7) に より Araneus に 変更 され て いた と と を 知 つ た . 

3. Meta vena (Bors. and STR., Abhand. Senck. Nat. Ges., xxx, p. 382, 1906.) は 
Strand 自身 も 疑問 を 持ち な が ら と りあ え ず Dön. et SIR. の 名 の も と に ad int. と 
し て Anhang の 項 に 新種 と し て 掲げ た も の で ある が , 本 種 は 明らか に Meta kompiren- 
sis B. et S. の 無 交 型 で も る ' の で , 本 種 を M. kompirensis と 包含 する . 同一 箇所 で 
も 有 斑 の も の か ら 無 区 の も の まで 種々 の 段階 が 見 られ る . と れ ら 関し て は すでに 植村 
利夫 (Acta Arachnologica, Vol. 2, No. 2, p. 63, 1937) 及び 入 木 沼 (追手 門 学院 研究 
論集 第 一 号 p. 34, 1955) が 述べ て いる . 
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4. Meta decitmpunctata Kisina は 原 記 が な い が , 各地 の リス ト 記 散見 せら れ , 湯原 
BRO [HEOR] (1981) に も 簡単 な 記述 と 図 が ある . 本 体 は 明らか で な い が 本 種 
と 同定 され た クモ は 何れ も Mangora herbeoides (B. et S.) と すべ きも の で あつ た . 
(Acta Arachnologica, Vol. 14, No. 1, p. 16, 1955) 

5. Meta melanostethi Kisuma WES H—-O TE RE RM (1939)] (24 A 
版 ) に 略図 が 出 て いる の み で , 未だ 記載 の な い 種 で ある . 

以上 5 種 を 除く と 日 本 の Meta と し て は 5 種 が か のこり, さら を 今回 の 新種 を 加え て 6 
種 が 確実 な 日 本 の Meta CHS. し か し と の 中 の M. kompirensis と M. yunohamen- 
sis は 形態 上 極め て 特異 な 存在 で , 今後 さら に 海外 の 多く の 種 と 比較 し その 所 属 に 検討 
を 要する も の で ある . 

2. Gen. Meta DEH 

Meta C. Kocn, 1836, Herrich-Schaffer Deutschlands Ins., Arach. Hft. 134, p. 12, 

1836 [Genotype : M. menardi (LATREILLE) 1804] 

ARRAL MB LORSe Bl. 頸 溝 ・ 放 射 溝 明瞭 、 DBRS SR. 額 は せま い が 
前 中 眼 径 ょ より は 大 . 外題 は 退行 の 傾向 に あり , 痕跡 的 な も の , 全く 認め 難い も の な ど あ 
り , EAL PSLARBATS. FARE, 下 暦 は 横長 で 下 頸 の 巡 に 達せ ず . 前 列 
眼 は 後 曲 , 後列 眼 な ほほ 端 直 ま た は や 後 曲 . 側 眼 は 接する . 後 中 眼 間 は 中 側 眼 間 よ り 
小 . 歩 脚 比較 的 長く 足 節 は 古館 より は る か に 長い . 踊 節 末端 に 支持 刺 (sustentaculum) 
を 欠く . 第 4 懇 節 に 聴 所 列 が な い が , 強大 な 賠 刺 が 各 歩 脚 に 見 られ る . 腹部 は 丸い が 長 
型 . 間 更 は 明瞭 . 書 証 落 板 に 横溝 が な く , epigynum に は scape を 欠く . 8 の 触 肢 の 
‚NEIE Cparacymbium) は 原則 と し て よく 発達 し その 先 は 毛 を 生ずる や わら か い 部 分 
L, 毛 な く よ く キ チン 化し た 部 分 に 分 れる . し か し と の 小 駐 葉 の 変形 は 種 に より か な り 
の 貼 を 示し ほとん ど と 変形 の み ら れ も の も ある . 中 部 把持 器 (Median apophysis) の 
発達 は わる い . embolus は 多く は コイ ル 状 糧 曲 する が , 中 に 太く 直立 する も の も あ 
る . 触 肢 の 膝 ・ 腔 末端 に 長い 剛毛 が 1 本 ずつ ある . 

3. Meta DZD Type 

Meta kompirensis や Meta yunohamensis は 細部 に 於 て は 他 の Mela と 異 つ て お り , 
全く 特異 な 存在 で ある の で , と の 二 種 を 基礎 と し て 一 つの group を 考え , 他 の Meta 
と の 差異 を 明らか に し て お きた い . 古い 分 類 の 観点 か らち は この 二 種 も Meta で は ある が 
る の palpal organ の 構造 か ら 見 れ ば genotype で ある Meta menardi な どか ら は か な 
り 縁遠い も の に な つて 来る . 

観 方 に よれ ば 新しい 拒 の 設定 (D Lb6BR) の 必要 が ある と 考え られ る . 中 心 を 8 
だ お く か ゃ iC お く か , また median apophysis, embolus, paracymbium の 何れ に く か 
な ど に よ つ て 今後 相当 の 検討 の 余地 の ある group CHS. と れ ら に つい て は より 多く 
の Meta を 検 し た 上 で 論じ た いと 思 つ て いる が , と と で は と りあ メ 〆 ず Meta の 一 つの 
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group と し て まとめ る と と に た した. 
次 に Meta menardi や M. segmentata な どの group と の 比較 を か か げ て お お く . 
Group I (Neometa Type) 
1. & ORROD paracymbium が よく 発達 し , その 変形 顕著 で ある . 先端 2 分 し や わら 
か い 有 毛 突 起 と か た い 無 毛 突起 より 成る . 
2. Cymbium の 外 下 方 に 何等 の 凸 出 部 が 見 られ な い . 
3. 8 の 触 肢 転 節 短 く 突 起 が な い . 
4. 9? の 書 肺 著 板 に 構 溝 を 欠く . 
(M. segmentata, menardi な ど が これ に 属す る ) 
Group II (Protometa Type) 
1. ぉ の 触 肢 の paracymbium の 変形 が な く , むし ろ Araneus に 近い . 
2. Cymbium の 外 下方 が 強く 張 出 し て いる . 
3. る 8 触 肢 転 節 長 く 末端 部 に や ヽ 長 い 突 起 が ある . 
4. ? の 書 肺 落 板 に 構 溝 が 明瞭 た 見 られ る . 
(M. kompirensis, yunohamensis な ど が これ に 属す る )〕 
4. 日 本 の Meta 及び 一 新種 
A. Group I (Neometa Type) 
1. Meta segmentata (CLERCK) 1757 キタ ド ヨ ウ グモ 
M. reticulata, BOES. STR., Abband. Senck. Nat. Ges. xxx, p. 182. 1906 ; M. segmentata, 
SAITO. Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc. Vol. XIV. pt. 1. p. 55, 1935 ; M. segmentata, YO- 
SHIKURA. Karafuto Jiho, No. 55, p. 84, 1939. 
山間 の 渓流 区 垂直 円 網 を 張り 。 トビ ケラ な ど を 捕食 する HAD. 全 北 地方 一 帯 と 分 
布 す る . 分 布 : (樺太 ・ 千 島 ) 九州 
2. Meta menardi (LATREILLE) 1804 サン ロウ ド ョ ウ グモ 
M. menardi, KOMATSU, Acta Arachnologica, Vol. 7, No. 2, p. 62, 1942 
洞窟 : 木 の 洞穴 な どの 暗 所 に 棲息 する クモ で 日 本 で は 長野 県 最 勝 洞 (小松 , 1942) か 
ら 報告 が あり , また 愛媛 県 ミヤ マ 洞 で 1958 年 6 月 上 野 俊 一 氏 が 採集 し た . 全 北 地方 と 広 
く 分 布 す る . 分 布 . AN, 四国 
3. Meta reticuloides sp. nov. ヤマ ジ ド ヨウ グモ 
Holotype (9) 頭 胸部 は 長 一 巾 , 眼 は 頭 部 の ほとん ど 全 巾 を 占め る . 前 列 後 曲 , 後列 
VISES. 後 中 ・ 前 側 眼 は 他 より 大 . 前 中 眼 間 は 約 眼 直径 , 後 中 眼 間 は 眼下 径 り ょ 小 
両 列 共 中 眼 間 は 中 側 眼 間 よ り 小 . MOA RAGHEB CPI た て 長 . 何れ の 眼 も 周囲 は 黒 
色 . 側 眼 は 互 に 接し 共通 の 丘 の 上 に あり . SAR - ENR CHAAR < ite. 
LAL REL ERS (bt. 外題 は か ろう し じ て 認 め 得 る 程度 . 前 牙 坦 3 歯 (基部 に 
2, や まい ぃ はなれ て 1), 後 牙 堤 も 3 歯 . FREES. FERRER CHOC Ee, 
胸板 に は 長毛 粗 生 , 三角 形 で 前 縁 や ょ 前 曲 , 後 端 は 第 4 基 節 の 半 まで か る く 挿 入 し 第 4 


(27) 


BMLTOKMOM CMS. PHRI- 2-4-3. WECH <RELERREHO 
も の より 著しく 大 きい . 各 節 に 刺 あ り , 腹部 まる く や ヽ た て 長 で 後方 や 、 ほ そく な る . 
epigynum に は scape な く 中 央 隔壁 の 店 は せま い . 


測定 (mm) 体長 7.5 


Leg. | Fem. | Pat.+ Tib. | Tib. | Metatars. | Tars. 
I 43 5.0 3.7 35 13 
H 3.5 4.0 2.6 2.4 1.3 
HI 3.3 20 1.3 1.5 0.7 
Iv 2.9 2.7 2.0 2.3 1.1 


色彩 頭 胸部 黄色 で 側 眼 及び 頭 部 前 縁 か ら 顕 溝 に か け て 黒 得 斑 あ り . 額 の 部 分 は 黄 福 
色 . 中 潮 前 方 に も た て 長 の 黒 褐 列 あ り . MERRER, LA TA TE- ik 
濃い 褐色 , SHOR GIES, HAOBRAREO MCR RARBG 5. 後肢 
は 各 節 に 輸 級 あり , COMICAUAAHAHMEECRAWET. 腹部 は 背面 灰 黄色 の 
地底 黒 褐 の 点 散在 し , その 粗 密 に より 葉状 班 を あら わす . 腹部 下面 は 黒色 で 両側 に 白 条 
あり . 出 糸 突起 は 黒 灰色 . 

Allotype (る ) 

ゅ より や ょ 小形 で ちる が 頭 胸 ・ 腹 部 の 形態 や 色彩 に は 大 差 が な い . た ゞ 上 顕 の み 著 し 
く 長 く , 頭 胸部 の ほとん ど 巡 あり , 下 唇 は か な り は な れ て 存在 し , 一 見 アル ケア 科 の 感 
HO. る 触 肢 の 末 節 は 触 肢 の 長き に 比 し て 極め て 大 きく , Ric paracymbium の 発達 
著しく , 他 の Meta に 類 を 見 ず . 小 膝 葉 の 分 化 着 し く 有 毛 突起 と 先端 2 分 せる キチ ン 
化し た 無 毛 突起 に 分 れる . 

また cymbium の 先端 は coil RO embolus に そつ て 大 きく えぐり と られ て いる . 
牙 堤 歯 は マ と 異な り 外 区 1 歯 ,。 内 に 4 歯 あり . 体長 46mm LAA 1.96 mm. 

産地 ・ 年 月 日 

KEE 生 滝 山 9-XI-1955 (AKH) ? Holotype 
熊本 県 菊池 水源 24-VII-1957 (吉倉 真 採 ) Allotype 

以上 の 外 既 知 産 地 と し て は 三重 県 赤目 AKE) 滋賀 県 坂本 ( 同 ), 大 阪 府 岩 湧 山 ( 
同 ), 奈良 県 田 戸 ( 同 ), 愛媛 県 面河 (中 平 清 採 ) 等 あり . 

備考 : 本 種 は 外見 Meta segmentata (CLERCK) や Meta menardi (LATREILLE) に 
似 て いる が の epigynum の 中 隔 の 巾 せま き 点 , MECRASI TLR SOR 
肢 末端 異常 に た 大 きく paracymbium が 著しく 変形 し て いる 点 , cymbinm の 先端 た に えぐ 
り の ある 点 な ど で 上 記 種 より は 勿論 , 同属 の 他 種 か らち も 容易 た 区 別 出来 る 、 本 種 は る の 
palp の 構造 より 明らか に Group I に 属す る . 従来 の 採集 記録 た よれ ば 帆 地 に 多い 種 
で ある . 

Type specimen は 大 阪 市 立 自然 科学 博物 館 (Holotype) 及び AF. Archer 博士 の 標 


( 28 ) 


本 中 (AHlotype) に 保管 する . 
B. Group II (Protometa Type) 

4. Meta kompirensis Bors. et STR. コン ピラ ド ヨ ウ グモ (タニ マ ノ ド ヨウ グモ も ) 

M. kompirensis, BOES. STR., Abhand. Senck. Nat. Ges. xxx. p. 181, 1906 ; M kompiren- 
sis, YAGINUMA, Shodoshima no Shizen (2), p. 19, 1956. 

各地 の 渓流 水面 上 に 水平 円 網 を 張る . 背 甲 中 央 環 紋 中 に メ H AIRA. BARRO 
cymbium 外 下方 は 強く 角 張 る . 

分 布 : 北海 道 ・ 本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 

5. Meta yunohamensis Bogs. et STR. ユノ ハマ ドコ ヨウ グモ (ター ガワ ド ョ ヨウ グモ ) 
M. yunohamensis, BOES, STR., Abhand. Senck. Nat. Ges. xxx. p. 180, 1906 : SAITO, Tra- 
ns. Sapporo Nat. Hist. Soc., 13 (1), p. 48, 1933 ; SAITO, Saito Ho-on Kai Mus. Res. Bull. 18, 
p. 9, 1939 ; YOSHIKURA, Karafuto Jiho, No. 55, p. 82, 1939, p. 82, 1939 ; SAITO, Trans. Sap- 
poro. Nat, Hist. Soc., 31 (3), p- 331, 1934 ; SEKIGUCHI, Acta Arachnologica, Vol. 4, No. 3. 
1940 : UYEMURA, Acta Arachnologica Vol. 2, No. 2, p. 63, 1937 ; SAITO, Dobutsu Zukan, p. 
994, 1947 p. 994, 1947 ; CHIKUNI, Nippon Alps Sankei no Kumo, p. 90, 1941. 1941 

PRPLROAIAC AN RRESO, SOMRD cymbium の 角 は 張 つ て いる が , と 

が ら ず まる い . 

上 記 種 と 共 広 く 各 地 に 分 布 し 山間 の 渓流 に 見 られ る . 水平 円 綱 を 張る が , 8 は 垂直 
円 綱 で 形 が 小さ い . 上 記 2 種 に つい て は Acta 2-2 p. 36 植村 氏 の 識別 点 が 掲げ られ 
て いる . 

分 布 : (HEA?) 北海 道 ・ 本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 (韓国 ・ 台 湾 ) 吉倉 に よれ ば 樺太 産 の も 
の は M. segmentata な ら ず や の 疑問 あり . 

6. Meta melanicruciata, SAITO 1939 ジュウ ジ ド ヨウ グモ 

M. melanicruciata, SAITO, Saito Ho-on Kai Mus. Res. Bull. 18. p. 7. 1939 

FNC A 2 分 せる 巨大 な 1 歯 を そなえ る 特異 な 標 徴 を 有 し て いる が , 8 の 触 肢 は 
図 か ら 判断 すれ ば paracymbium の 変形 が 見 られ な いか ら 当 然 Group IT に は いる も の 
と 考え る . 

AR: 本 和仁 は 便宜 上 二 多 に 分 つた の で , 次 号 区 於 て まとめ て 記す . 


Resumé 

This paper deals with the revision of Japaneses Meta based upon the writer's 
collection and the other arachnologists’. In Japan, 10 species of Mete have here- 
tofore been recorded. Of them Meta blanda L. KocH has already been transfer- 
red to Leucauge by E. Strand, M. doenitzi BoESENBERG et STRAND clearly 
comes under Neoscona according to the writer’s re-examination, M. vena DOENITZ 
et STRAND is nothing but a fleckless type of M. kompirensis Bors. et STR., M. 
decimpunctata KISHIDA is a synonym of Mangora herbeoides (BOES. et SrR.), and 
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M. melanostethi KISHIDA is a species yet undescribed. Accordingly the existence 
of 5 species and one new (the description of which is given below) is recogni- 
zed in Japan. 

1. Meta segmentata (CLERCK) 1757 

2. M. menardi (LATREILLE) 1804 

3. M. melanicruciata SAITO 1939 

4. M. kompirensis BOESENBERG et STRAND 1906 

5. M. yunohamensis BOESENBERG et STRAND 1906 

Among the above mentioned species, the latter two have many differences from 
the other Metas. Owing to their particular characteristics, it may be better that a 
new subgenus (or genus) is established for them. However, the writer wishes 
to treat them as one of the groups in Meta in the meantime. Japanese Meta 
should be divided into two groups. 

Group I. (Protometa type) 

1. Paracymbium not modified. 2. Cymbium projected at the base part. 3. Em- 
bolus erect. 4. Epigastric plate with distinct transverse furrows. 

Meta kompirensis, yunshamensis and melanicruciata (probably) belong to this 
group. 

Group II. (Neometa type) 

1. Paracymbium much modified, divided into -two branches, one bearing hairs, 
and one well developed and strongly chitinized: 2. Cymbium without any projec- 
tion. 3. Embolus coiled. 4. Epigastric plate without transverse furrows. 

Meta segmentata, menardi and reticuloides n. sp. belong to this group. 

Meta reticuloides sp. nov. 

Holotype (?) 6/XI, 1955, Osaka Pref. (Coll. T. Yaginuma) 

Cephalothorax longer than wide. Anterior eye row recurved, posterior almost 
straight. Anterior median eyes separated by their diameter, posterior median eyes 
separated by less than their diameter. Median eyes of each row closer to each 
other than to the adjacent laterals. MOA almost square, slightly longer than 
wide. Lateral eyes contiguous. Cervical, radial and median furrows distinct. 
Chelicerae well developed and geniculated at the base. Lateral condyle weak. 
Promargin and retromargin with 3 teeth on each. Sternum triangle in shape, 
anterior margin slightly procurved. Legs 1.2.4.3. Anterior coxae larger than 
posteriors. Each leg with spines. Abdomen oval. Epigynum without scape. 
Total length 7.5mm. (Deposited in Osaka Municipal Museum of Nat. Hist.) 
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Ailotype (4) 24/VHI, 1957, Kumamoto Pref. (Coll. M. Yoshikura)) 

In general appearance, the male resembles female, but it differs in following 
points. Chelicerae much longer than in female, as long as about 3/4 length of 
cephalothorax. Labium separated -from chelicerae as seen in Arhcaeidae. Distal 
joint of palp very large and well modified, divided into two branches, one hairly 
and one hairless and strongly chitinized. Cymbium notched apically along the 
coiled embolus. Promargin of fang furrow with a tooth, retromargin with 4. 
Total length 46mm. (Preserved in A.F. Archer's collection) 

Colour : Both sexes very similar. Cephalothorax yellow with a pair of black 
flecks along the cervical groove, and with black side margins. Chelicerae, en- 
dites, labium and sternum deep brown. Anterior legs with many black spots, 
but posterior legs annulated by black flecks. 

Abdomen grey with blackish brown spots scattered on the entire dorsum. 
Venter black with white lines at both sides. 

Remarks : Present species allied to Meta segmentata (CLERCK) 1757, but it is 
distinguished from the latter by exceedingly modified palpal oagan, notched cym- 


bium and the shape of epigynum. 


Explanation of Plate 


1-12. Meta reticuloides sp. nov. 
1. Dorsal view. ? 2. Frontal view of eye area. ? 3. Epigynum ¢ 
4. Genitalia. $ 5. Endites, labium and sternum. @ 6. Teeth 
of fang furrow. ? 
7. Frontal view of eye area and chelicerae. 3 
8. Lateral view of cephalothorax. さ 
9. Left chelicera from inner side. る 
10.11. Paipal organ. る 12. Distal end of palpal organ. ô 
13-15. Meta yunohamensis Bors. et Str. 
13. Epigynum. 9 14. Left palp. 3 15. ditto 
16-18. Meta kompirensis Bors. et STR. 
16. Epigynum. ¢ 17. Left palp. 8 18. ditto 
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T. Yaginuma del. 
T. yacinuma, T.-Revision of Japanese Spiders of Family Argiopidae. (1) 
I. Genus Meta and a New Species. 


